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相馬農業高等学校生徒との座談会 

主催：(一社)福島県建設業協会 

 福島県建設業協会では、建設関係学科に進学した生徒を対象に、将来の建設業界への就職に備え、進路希望者の不安

解消や理解の増進を図ることにより、雇用のミスマッチの解消や建設業への進路選択者を増加させることを目的に、生

徒との座談会を開催しております。 

 相馬農業高等学校の環境緑地科２年生と座談会を行い、座学として建設業の役割や新社会人に求められる資質につい

てを学びました。また、地元建設企業等の方をアドバイザーとして招き、建設業の仕事のやりがいや魅力などを講話い

ただき、生徒が抱える建設業への就職に対する不安や疑問について意見交換を行いました。 

＜日  時＞     令和８年１月２０日（火） １３：２０～１５：１０ 

＜場  所＞     福島県立相馬農業高等学校 会議室（原町区三島町） 

＜対象学年＞     環境緑地科 ２年生 １２名 

＜コーディネーター＞ 環境緑地科ご担当教諭３名 

＜アドバイザー＞   地元建設企業３社（庄司建設工業㈱、草野建設㈱、㈱小野中村） 

福島県土木部建設産業室、（一社）福島県建設業協会 

 座学１「建設業の役割等について」                               

講師：福島県土木部建設産業室 主査 伊藤経介さん 

     

 座学２「建設業への就職に向けて」                               

① ＩＣＴ活用の現状と課題、今後の展望 … 講師：庄司建設工業㈱ 工事管理部 部長 臺内広昭さん 

     

② 建設業を担う若手技術者に望むこと … 講師：草野建設㈱ 代表取締役専務 草野貴之さん 

    

③ 新社会人に求められる資質 … 講師：㈱小野中村 常務取締役 植村卓馬さん 

管理部 遠藤亜沙子さん 
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 グループワーク（意見交換）                                  

事前に行った就職意向調査の集計結果を基に、生徒が就職する上で特に興味・関心を持っている項目に対して、建設 

業の現状をお伝えし、意見交換を行いました。 

 Ｑ１ 給与について 

 Ａ１ 高卒で約 20万ほど。基本給に加え、交通費、資格手当などがある。 

 Ｑ２ 休日や残業について 

 Ａ２ 入社した際に、有給休暇は１０日付与され、土日、お盆休み、年末年始は休みとなる。年数が経つと有給休暇

は増える。 

 Ｑ３ 職場の雰囲気について 

 Ａ３ 概ねコミュニケーションはとれていると思う。入社する際に、他人への嫌がらせや会社の雰囲気を悪くする行

為は厳に慎むよう指導がある。 

Ｑ４ 高校生のうちに学ぶべきこと 

Ａ４ 特に数学。建設業では数字をよく使う。微分、積分、三角関数など。また、敬語の使い方を学んでおくとよい。 

 Ｑ５ 土木の仕事のやりがい 

 Ａ５ 一番やりがいを感じたのは災害が起きたとき。東日本大震災では休みなしで復旧作業等に追われた。しかし、 

街の人に感謝されたり、自分たちの活動が写真や地図に残り、成果が目に見えて感じられた。 

  ＜座談会の様子＞ 

     

 ＜生徒からの感想＞ 

   座談会に参加したことで、仕事に対する責任感や積極性の重要性について深く考える良い機会となった。ま

た、自分の行動一つが会社全体にどのような影響を与えるかという点は、日常生活では見落としがちな重要な視

点だと思う。座談会の経験を通して学んだ責任感や積極性を大切に、これからの進路活動につなげていきたい。 

＜鈴木科長講評＞ 

 本校は、相双地区で唯一土木を学べる場所。ここで学んだことが、地域に貢献する力となると信じている。生

徒が地元に残り、地域を守る担い手となることを願っているが、これはあくまで一つの選択肢に過ぎない。座談

会を通じて、さまざまな視点から土木の魅力を知ることができたと思う。また、これからの高校生活でどんなこ

とを学べばよいか色々教えてもらったと思う。聞いて終わりではなく、行動に移し、来年の３月には希望する進

路に笑顔で卒業できるよう、残り一年しっかり取り組んでほしい。 

 


